
3. 静岡建築茶会 2017 

～Shizuoka Architectural Tea Break 2017 

この講座の内容は別途冊子にまとめられています。 

下記 URL で電子版の冊子の内容が確認できます。 

http://www.sist.ac.jp/architecture/teaparty/report2017 



講座の概要 

１ 大学連携講座の名称：防災建築街区と中心市街地の持続可能性 第1回＠浜松 

２ 主担当大学及び所属：静岡理工科大学 理工学部 建築学科 脇坂圭一 

３ 連携先大学及び所属：静岡文化芸術大学 デザイン学部 デザイン学科 天内大樹 

・講師、常葉大学 造形学部 造形学科 土屋 和男・教授 

４ 開催日時：10月14日（土） 13時30分～17時00分 

５ 開催場所：浜松・鴨江アートセンター 

６ 参加者数： 32人（一般 24人、大学生 8人） 

７ 事業の概要と成果（講師、要旨を含む）：前後半に分け、前半は脇坂より「防災建築街区とは

何か」として概説を行った後、登壇者による講演、後半はモデレーターを含めたディスカッ

ションを行った。

講演者および題目は、海道清信氏（名城大学都市情報学部都市情報学科 教授）｜防災街区

の再発見、鈴木一郎太氏（（株）大と小とレフ 取締役）｜建物の活用と、生活者の活動（地

域プロジェクト）、佐々木豊氏（浜松市役所 都市整備部 市街地整備課）｜浜松市の取り組み

について、であった。モデレーターは、脇坂圭一（静岡理工科大学）、天内大樹（静岡文化芸

術大学）、土屋和男（常葉大学）が務めた。 

 脇坂からは、防災建築街区造成法と都市建築関連法の関係、静岡県内に残る防災建築街区

の立地状況、数量、熱海、富士、清水、静岡、浜松の防災建築街区の現状、沼津、磐田ほか

の防火建築帯の現状、タワー型再開発による課題、について発表した。 

 海道教授からは、愛知・犬山、富山・氷見の防災建築街区での取り組み、大火と防災建築

街区の歴史的関係、現状と課題、可能性について、鈴木一朗太氏からは、「地域プロジェクト」

をキーワードに、防災ビルの建て替え後の建物における事業とまちとの関わり、「生活長者」

としての社会との関わりについて、佐々木氏からは、浜松市内の再開発の変遷、中心部の歩

行者の減少、老朽化の進行、アンケートによるオーナーの意向、空き屋数の増加、都市再生

促進条例による法的支援とリノベーションまちづくりによる官民分担、個々の建物に応じた

多様な整備手法の必要性について、講演を頂いた。 

 ディスカッションでは、リノベーションの採算性として、初期投資を抑えつつ、価値向上

による行政としての固定資産税の増収について、短期的な儲けだけでは無く地域プロジェク

トとして長期的に地域に関わることの意味について、産業支援だけでは無く起業家支援の視

点を持ったまちづくり行政の必要性について、議論した。また、活発な質疑が上がり、街な

かに人が集まる仕掛けをつくるオーナーの重要性、文化財としての防災建築街区の可能性、

そのオーダーとしての 50 年、100 年という時間、富士市における富士山への景観の意味とま

ちの骨格の関係、鳥取市における市民のスタンス、などに話が展開し、中心市街地の活性化

について、掘り下げられていった。 

※詳細資料：広報チラシ兼当日プログラム、講座写真データ、記録集 



講座写真データ 第1回＠浜松 

講演する鈴木一朗太氏 

講演する海道教授 

講演する佐々木豊氏 

ディスカッション風景 ディスカッション風景 

主旨説明をする天内大樹 

防災ビルの説明をする脇坂圭一 





講座の概要

１ 大学連携講座の名称：防災建築街区と中心市街地の持続可能性 第２回＠富士

２ 主担当大学及び所属：静岡理工科大学 理工学部 建築学科 脇坂圭一 

３ 連携先大学及び所属：静岡文化芸術大学 デザイン学部 デザイン学科 天内大樹・講師、常葉大学 

造形学部 造形学科 土屋 和男・教授 

４ 開催日時：12月9日（土） 13時00分～16時30分 

５ 開催場所：富士・富士市交流センター（富士市交流プラザ内） 

６ 参加者数： 27人（一般 26人、大学生 1人） 

７ 事業の概要と成果（講師、要旨を含む）：構成は第１回と同様に、前後半に分けて実施した。

前半はレクチャー、後半はディスカッションである。講演者および題目は、遠藤薫氏（東京

電機大学 未来科学部 建築学科 特任教授）｜再々開発と防災建築街区を考える、佐野荘一氏

（富士山まちづくり株式会社 代表取締役）・勝亦優佑氏（勝亦丸山建築計画 代表取締役）｜

複数の土地の建築資源を接続する、今川俊一氏（静岡市役所 企画課）｜街の“廊下”であり

つづけるための建築帯、伊藤光造氏（NPO 法人くらしまち継承機構 理事長）｜防災建築帯、

防災建築街区の共同ビルにおけるリノベーションと建築基準法適用の問題、であった。モデ

レーターは、脇坂圭一（静岡理工科大学）、天内大樹（静岡文化芸術大学）、土屋和男（常葉

大学）が務めた。 

前半、レクチャーに先立ち、脇坂より第 1 回以降の調査成果も含めて「防災建築街区の紹介」

を行った。遠藤薫教授からは、小樽市と枚方市の再々開発の動向、容積の質を反映した土地

の高度利用、メインストリートを形成・運営してきた防災建築街区の容積の質、スケールを

再現する市街地再開発事業の提案について、佐野荘一氏・佐野荘一氏からは、富士・吉原地

区で取り組んだイベントやコンバージョン事例の紹介、不動産データベースとして取り組ん

だ調査内容、建築家であり事業主としてビジネスに取り組む方法論について、今川俊一氏か

らは、静岡市呉服町に残るオリジナルの店舗の減少と全国資本テナントの増加、オーナーの

意識、通行量の変遷と場所の関係、複数の建築モデルとその特徴、低層型の可能性について、

伊藤光造氏からは、既存不適格と基準法 3 条 1 項三号の可能性、文化財保護法 182 号 2 項と

基準法の適用除外、静岡県の基準法3条1項三号適合事例について、講演を頂いた。 

 ディスカッションでは、ゼネコンの本音、実際の事業性との齟齬、街の廊下としての静岡

市・呉服町の可能性、ローコストにすることによる設計量低減のジレンマ、オーナーの知識

の少なさ、制度設計とその結果としての空間の規程、「吉原スタイル」の可能性、地方におけ

るタワー型のリスクとそれを選択する行政の責任、文化財としての防災建築街区について、

議論した。また、質疑として、地元出身の専門家から商店街が疲弊していることへの悲しみ

と行政の誘導の役割、地元民の愛着の少なさ、といった話題からさらに議論が展開した。 

※詳細資料：広報チラシ兼当日プログラム、講座写真データ、記録集 



講座写真データ 第２回＠富士 

防災ビルの紹介をする脇坂圭一 開会挨拶をする土屋和男 

講演する遠藤薫教授 

ディスカッション風景 

講演する今川俊一氏 講演する伊藤光造氏 

講演する佐野荘一氏・勝亦優佑氏 




